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特別講演 
「売れない時代にローカルビジネスをもっと元気に」 

講師プロフィール 
竹内謙礼 氏 
大企業、中小企業問わず、販促戦略立案、新規事業、起業アドバイスを行なう経営コンサ
ルタント。有限会社いろは代表取締役。 
大学卒業後、雑誌編集者を経て観光牧場の企画広報に携わる。 
楽天市場等で数多くの優秀賞を受賞。 
現在は雑誌や新聞に連載を持つ傍ら、全国の商工会議所や企業等でセミナー活動を行
い、「タケウチ商売繁盛研究会の主宰として、多くの経営者や起業家に対して低料金の
会員制コンサルティング事業を積極的に行っている。 
特にキャッチコピーによる販促戦略、ネットビジネスのコンサルティングには、多くの実績
を持つ。 
ＮＰＯ法人ドロップシッピング・コモンズ理事長としてネット副業の支援と普及にも力を入
れている。 
著書に『売り上げがドカンとあがるキャッチコピーの作り方』（日本経済新聞社）、『御社の
ホームページがダメな理由』（中経出版）、「会計天国」（ＰＨＰ研究所）ほか、多数。              
有限会社いろは  http://e-iroha.com/ 
※竹内氏最新刊 
 お客の心が読めるメガネ ¥1,365 
 http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4761268670/ 
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本日の講座のテーマ 

竹内謙礼 

（たけうち けんれい） 

雑誌編集者、観光施設広報を経て、経営コ
ンサルタントとして独立。キャッチコピー、販
促企画、ネットビジネスを中心に商工会議所、
企業等でコンサルティング活動を行う。日経
ＭＪ・日経レストランにて連載。 

 

自己紹介 
Facebook等のＳＮＳは、 

本当にローカルビジネスの販促で 

使えるのか検証 

 

 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4532317665/ref=dp_otherviews_1?ie=UTF8&s=books&img=1
http://www.amazon.co.jp/dp/4534046405/


地方都市の疲弊が続く 

商店街実態調査報告書（内閣府） 



地方都市で注目された 
ネットショップ運営 

・地方都市にいながら、全国のお客さんを相手
に商売ができる！ 

 

・投資が少なくてオープンできる！ 

 

・中間マージンが搾取されない！ 

 



しかし、ネット市場は競争が激化 

≪理由≫ 

・競合他社の急増 

・価格競争 

・広告費の高騰 

・ノウハウの高度化 

 

⇒地方都市の中小零細企業では勝てる市場で
はなくなってきた。 



≪参考≫ 
疲弊するネットビジネスの現状 

【楽天】 

客単価  2006年／２Ｑ 客単価8300円 

       2012年／３Ｑ 客単価7088円 

商品点数 2004年 500万アイテム 

       201２年 121,104,189アイテム 

 

・ショッピ！ 2010年に20万ダウンロード 

 



ネットショップが相次いで経営破たん 

日流Ｅコマース（2010年８月） 



「でも、儲かっているところもあるでしょ？」 

・原価率が低い 

・広告費が捻出できる 

・オンリーワン商材 

・オープン時期が2003年より前 

・自転車操業 

・システム会社 

 

⇒Ｅコマースは商品点数、低価格、多店舗展開の時代へ 



では、どうすればいいのか？ 

 

・全国の市場を狙うのを止める。 

・高度なノウハウで戦わない。 

・価格競争に巻き込まれない。 

 

⇒地方都市は「フェイスブック」による販促に注目！ 



ただし、私は今まで 
フェイスブック販促の否定派の急先鋒でした。 

【理由】 
・手間がかかり過ぎる。 
・プッシュ型の販促ではない。 
・セールスと相性が悪い。 
・新規顧客が集まりにくい。 
・口コミは“販促”ではない。 
・商品を購入するマインドではない。 
・痛い人、痛いコンサルが多い。 
・面白いコンテンツが作りにくい。 
・もっと効果的な販促は山のようにある。 
 
今は反省⇒これは「都市部」の人の発想でした。 



鶴岡の事例は画期的！ 

 

 

フェイスブックの勉強会を開く⇒仲間を増やす⇒情報を発信する⇒人を集める 



なぜ、この販促は成功したのか？ 

・地方都市は「絆」が強い。 

・発信者に対して面識がある。 

・専門知識がいらない。 

・エリアが狭い。 

・情報や娯楽が少ない。 

・他に効果的な販促がない。 



しかし、問題点も抱えている 

 

・管理運営が面倒くさい。 

・規模が拡大できない。 

・「人」に左右される。 

・抜本的な解決にはなっていない。 

 



フェイスブックへの過度な期待は危険 

・フェイスブックは下火か？ 

・ネットビジネス事業者の“食いつなぎ”市場 

・「実態」と「情報」のギャップ 

・コミュニケーション圧力「ソー畜」（相互監視社会） 

・「俺様ワールド」の危険性 

（「いいね！」の高揚感。もう一人の自分） 

 

 
※参考：「意識が高い系」という病 常見陽平著 



どうすれば、今後、フェイスブックは 
地方経済の役に立てていけるのか？ 

・より蜜な関係性を深める。 

・適正人数を守り続ける（新陳代謝はほどよく行う）。 

・参加者を飽きさせない販促企画。 

 

延長戦上で…… 

⇒「人口」を増やす。 

⇒フェイスブック以外からの集客 

⇒ネット以外からの集客強化 
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まずは好き勝手やってください 

 

・深く考えると、非常に難しい媒体です。 

・慣れることが大事です。 

・空気を読むことが大事。 

・「友達」になることが最優先。 

 

１ヶ月ぐらいはＳＮＳで遊んでください。 



慣れてきたら、コンセプト作り 

 

・誰をターゲットにするのか？（町の人？） 

・どのようなキャラクター、ストーリーを見せてい
くのか？ 

・目標は？（１日５回発言する等） 

 

※儲けを生み出さない事業は長続きしない。 

 



執筆のネタの注意点 

・「共感」してもらうネタを書く。 
地元ネタ。「あるあるネタ」。年代ネタ。言われてみればネタ。 

・スタッフの裏話 
まかない料理、フェイスブック限定メニュー、プロが教える魚の美味しい煮付け 

・「へぇ～」を意識する 
裏道、お買い得情報、美味しい食べ方 

・盛り上がっているように見せる 
お客さんの行列の写真、食べている写真、コメントの数、いいねボタン 

・「いい人」でなくてはいけない。 
ボランティア活動、子育て、ゴミ拾い 



フェイスブックのキャッチコピー術 

・いきなり結論から書く。 
「６名の友達が今、すし屋にいます！」 

・売り込み情報っぽく書かない。 
「セール情報！」⇒× 

「すみません、ちょっと助けてください」⇒○ 

・「読む人」の個人名をイメージする。 

・キャッチよりも「写真」が大事。 



表 彰 式 
第５回文殊の知恵リアル勉強会 

優秀チェックイン表彰 



【ランチ チェックイン】 佐藤 久 アート水引 



【勉強会 チェックイン】 北村 薫 カメラの七桜 



【町探索 チェックイン】 本間亜紀 エコーグループ 



次回勉強会のご案内 

※文殊ＦＢグループは、勉強会参加下さった方を登録させ
ていただきます。次回は以下の通り開催。 
 

◆平成２５年２月２０日（水） PM予定 
◆場所  湯田川温泉つかさや旅館 
◆定員  ３０名 
  ※希望者が多い場合は、午前午後に分けて開催します。 

◆費用  ランチ＆参加費１３００円  お風呂３００円 
◆テーマ 
 『facebookプロフィール＆カバー写真を最適化する』 
 

⇒今回の第６回勉強会イベントページに詳細案内しました。 


